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西
市
議
会
６
月
定
例
会
が
令

和
７
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
採
決

し
ま
し
た
。

道
の
駅
周
辺
整
備
工
事
で
は
、

東
ゾ
ー
ン
の
主
に
材
料
費
の
物
価

高
騰
や
「
は
す
見
の
丘
」
な
ど
公

園
の
地
盤
沈
下
対
策
の
費
用
１
億

３
８
２
７
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
「
基
本

設
計
は
、
35
億
円
、
詳
細
設
計
は

48
億
円
、
今
回
の
変
更
契
約
で
、

50
億
７
８
０
０
万
円
と
な
り
確
実

に
市
民
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。

当
初
の
設
計
が
ず
さ
ん
で
、
地
盤

沈
下
、
湧
き
水
な
ど
設
計
上
の
甘

さ
が
あ
る
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

〔
発
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者
〕
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2026年愛西市議選の予定候補者を発表

日本共産党愛西市委員会は、次期市議会議員
の予定候補を発表しました。市民の声を議会から

市政へまっすぐ届けます。

河合かっぺい 市議会議員
活動地域（佐屋地区、立田南部地区）

ふるかわ智康 市政策委員長
活動地域（佐織・八開地区、立田北部地区）

愛
西
市
６
月
議
会

「
道
の
駅
」
つ
い
に
総
額
50
億
７
８
０
０
万
円
に

補
正
予
算
に
日
本
共
産
党
市
議
団
は
反
対

最
終
日
に
河
合
・
真
野
・
吉
川
・

角
田
議
員
が
、
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

１
２
６
億
円
の
基
金
債
券
運
用
問
題

は
、
「
愛
西
市
公
金
管
理
委
員
会
の

検
証
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
法
や

愛
西
市
決
済
規
程
、
証
券
会
社
の
選

定
方
法
に
つ
い
て
も
検
証
が
必
要
。

専
門
知
識
の
あ
る
第
三
者
に
よ
る
正

確
な
検
証
を
行
い
、
課
題
解
決
や
今

後
の
仕
組
み
作
り
の
た
め
、
市
長
に

対
し
債
券
問
題
第
三
者
調
査
検
証
委

員
会
の
設
置
を
求
め
る
決
議
（
案
）
」

で
す
。

賛
成
し
た
議
員

河
合
克
平
、
角
田
龍
仁
、

永
田
千
佳
、
真
野
和
久

吉
川
三
津
子

反
対
し
た
議
員

石
崎
誠
子
、
鬼
頭
勝
治
、

佐
藤
旭
浩
、
佐
藤
信
男
、

杉
村
義
仁
、
髙
松
幸
雄
、

竹
村
仁
司
、
中
村
文
武

原

裕
司
、
馬
渕
紀
明
、

山
岡
幹
雄

（
50
音
順
、
敬
称
略
）

（
議
長

近
藤
武
）

ふるかわ智康

日
本
共
産
党
議
員
団
な
ど
４
議
員
提
案
の

債
券
問
題
第
三
者
調
査
検
証
委
員
会
設
置
を
求
め
る
決
議
（
案
）

を
反
対
多
数
で
否
決

ＨＡＳＵパークの維持管理費
毎年、1億円の負担増

施設の維持管理費は 約１億円です。
国の補助もなく、全額氏の負担です。
基金運用損26億円による財源不足なの

に1億円を捻出するために、市民サービ
スを削減し、しわ寄せすることは許せ
ません。

愛
西
市
は
私
た
ち
が
一
生
懸
命
働
い
て
納
め
た
税
金
で
あ
る

基
金
を
７
０
％
以
上
の
１
２
６
億
円
を
有
価
証
券
に
運
用
し
、
２

６
億
円
の
含
み
損
を
出
し
て

い
ま
す
。
途
中
売
却
す
れ
ば
、

損
金
が
出
る
た
め
緊
急
時
に

は
使
え
な
い
状
況
で
す
。

全
国
の
市
（
７
９
２
自
治

体
）
は
、
基
金
の
９
０
％
を

普
通
預
金
で
運
用
し
、
緊
急

時
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
愛
西
市

の
住
民
と
し
て
怒
り
を
覚
え
、

監
査
請
求
を
行
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
請
求
が
却
下
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
目
を
光
ら
せ
て

い
き
た
い
。

（
立
田
地
区

永
井
初
子
）

税
金
の
使
い
方
に
怒
り
、
監
視
を
続
け
る

河合かっぺい

愛
西
市
議
会
６
月
定
例
会
が
令

和
７
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
採
決

し
ま
し
た
。

道
の
駅
周
辺
整
備
工
事
で
は
、

東
ゾ
ー
ン
の
主
に
材
料
費
の
物
価

高
騰
や
「
は
す
見
の
丘
」
な
ど
公

園
の
地
盤
沈
下
対
策
の
費
用
１
億

３
８
２
７
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
「
基
本

設
計
は
、
35
億
円
、
詳
細
設
計
は

48
億
円
、
今
回
の
変
更
契
約
で
、

50
億
７
８
０
０
万
円
と
な
り
確
実

に
市
民
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。

当
初
の
設
計
が
ず
さ
ん
で
、
地
盤

沈
下
、
湧
き
水
な
ど
設
計
上
の
甘

さ
が
あ
る
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

〔
発
行
責
任
者
〕

加
藤
敏
彦
委
員
長

０
９
０

９
１
２
２

３
９
６
９

河
合

克
平
議
員

０
９
０

８
３
３
３

３
４
８
１

真
野

和
久
議
員

０
９
０

４
１
９
８

４
５
１
６

古
川

智
康
政
策
委
員
長

０
９
０

２
１
８
２

３
７
１
３

2026年愛西市議選の予定候補者を発表
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愛
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、
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請
求
が
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の
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に
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監
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る

河合かっぺい



令
和
６
年
度

１
３
２
０
万
円
の
損
失
が
確
定

河
合
議
員
は
「
令
和
６
年
度
に

国
債
な
ど
の
債
権
の
売
却
は
し
た

の
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

会
計
管
理
者
課
長
補
佐
は
「
令

和
６
年
度
に
売
却
し
た
債
券
は
９

本
、
額
面
12
億
円
、
運
用
益
と
し

て
約
９
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
損

失
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

河
合
議
員
が
「
９
本
の
詳
細
を

確
認
」
す
る
と
、
課
長
補
佐
は

「
令
和
６
年
12
月
に
７
本
10
億
円

を
売
却
し
、
１
５
０
万
円
の
売
却

益
が
あ
っ
た
。
令
和
７
年
３
月
に

１
３
２
０
万
円
の
売
却
損
が
あ
っ

た
」
と
答
弁
。

市
の
だ
れ
に
も
含
み
損
の
責

任
は
な
い

河
合
議
員
は
、
「
こ
の
基
金
の

運
用
失
敗
の
責
任
は
だ
れ
に
あ
る

の
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

会
計
管
理
者
課
長
補
佐
は
、

「
現
在
市
が
保
有
す
る
債
券
は
、

満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り

元
本
が
保
証
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

特
定
の
誰
か
に
責
任
が
あ
る
と
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
検
証
結
果

（
公
金
管
理
委
員
会
の
検
証
）
で

は
流
動
性
資
金
の
割
合
が
低
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
基
金

の
管
理
運
用
は
、
「
元
本
保
証
の

安
全
性
が
高
い
国
債
」
「
債
券
保

有
割
を
増
や
し
た
の
は
市
町
村
の

経
営
判
断
で
、
一
定
合
理
性
が
あ

る
」
「
債
券
の
購
入
に
あ
た
っ
て

は
副
市
長
の
決
裁
が
あ
る
」
と
法

令
規
定
等
に
基
づ
き
適
切
に
運
用

し
て
お
り
、
法
的
な
責
任
は
生
じ

な
い
」
と
答
弁
。

町
村
合
併
以
来
２
０
年
、
報
酬
は

変
わ
ら
ず

出
動
報
酬
創
設
や
費
用
弁
償
の
引

き
上
げ
を

市
消
防
団
員
の
一
般
団
員
の
報

酬
は
年
額
４
万
５
０
０
０
円
、
合

併
以
来
、
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
な
ど
災
害

時
の
出
動
報
酬
は
な
く
、
費
用
弁

償
１
回
３
０
０
０
円
の
み
で
す
。

令
和
３
年
に
政
府
の
消
防
庁
長

官
か
ら
、

「
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
の

策
定
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
が

出
さ
れ
、
団
員
不
足
で
地
域
の
防

災
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
待
遇

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、

・
報
酬
は
、
年
額
報
酬
（
標
準
３

万
６
５
０
０
円
）
と
出
動
報
酬

（
標
準
８
０
０
０
円
）
２
種
類

・
費
用
弁
償
は
実
費
、
必
要
額
を

措
置
す
る
。

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
の
議
員
は
、
通
達
に
そ
っ
て
、

出
動
報
酬
の
創
設
、
費
用
弁
償
の

見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

消
防
長
は
、
「
年
額
報
酬
、
出

動
報
酬
、
費
用
弁
償
等
の
金
額
や

内
容
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
判
断
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

ま
の
議
員
は
、
消
防
団
と
協
議

し
な
が
ら
、
報
酬
改
善
を
行
う
よ

う
求
め
ま
し
た
。

詰
め
所
の
改
善

組
織
再
編
や
詰
め
所
の
更
新
時
に

検
討ま

の
議
員
は
、
女
性
団
員
の
た

め
の
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ
の
設
置

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

消
防
長
は
「
女
性
団
員
か
ら
は
、

活
動
の
中
で
ト
イ
レ
や
着
替
え
に

こ
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、

団
の
組
織

再
編
や
現

有
詰
め
所

の
更
新
の

際
に
検
討

す
べ
き
と

考
え
て
い

る
」
と
答

え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の
一
般
質
問

消
防
団
員
の

報
酬
見
直
し
な
ど
待
遇
改
善
を

大
切
な
税
金
で
あ
る
基
金

運
用
失
敗
の
責
任
は

河合かっぺい議員

まの和久議員

公
共
施
設
改
修
老
朽
化
対
策
賛
成

道
の
駅
の
事
務
所
移
転
費
反
対

永
和
中
学
校
体
育
館
老
朽
化
対
策

基
本
設
計
、
佐
屋
保
健
セ
ン
タ
ー

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
、
総

合
斎
苑
圧
密

沈
下
対
策
改

修
工
事
に
つ

い
て
賛
成
。

道
の
駅
の
事

務
所
移
転
費
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
が
負
担
す
べ
き
だ
と
反
対
。

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正
に
反
対

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
給
与
収
入

１
０
０
０
万
円
の
年
間
の
負
担
額

は
58
万
円
。
国
保
税
は
、
倍
近
い

負
担
。
市
・
国
・
県
へ
財
政
措
置

を
求
め
共
産
党
だ
け
が
反
対
。

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

9
月
・
10
月
延
長
の
予
算
に
賛
成

国
の
物
価

高
騰
臨
時
交

付
金
を
活
用

し
た
小
学
校

給
食
費
無
償

化
の
延
長
に

賛
成
。

は
し
ご
自
動
車
購
入
契
約
に
賛
成

２
億
１
７
１
４
万
円
で
津
島
市

と
共
同
購
入
す
る
は
し
ご
車
の
購

入
契
約
に
つ
い
て
は
、
最
小
回
転

半
径
７
．
２
メ
ー
ト
ル
で
市
内
の

高
さ
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
に

到
達
で
き
る
の
か
、
建
物
を
含
む

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
に
参
加

し
、
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
て
賛

成
し
ま
し
た
。

６
月
議
会
議
案

永和中体育館の雨漏り
改修・改築もしっかり対策を

永和中学校体育館の改修・改築について、今年度、
基本計画を策定しますが、今後、改修なら３年、改
築なら４年はかかります。
まの議員は、「今、中学校に通っている生徒の利

用を考えて、できうる対策を」と質問しました。
教育部長は、「今後も老朽化対策に取り組みたい。

緊急性の高い修繕・工事は、優先的に取り組む」と
答弁。

雨漏りの目じるし雨漏り用のボックス

令
和
６
年
度
に
売
却
し
た
債
券
２

本
（
２
億
円
）
で
確
定
し
た
損
失

は
１
３
２
０
万
円
。
当
初
“
損
失

な
し
”
と
さ
れ
た
説
明
は
事
実
と

異
な
り
ま
す
。
市
民
の
税
金
の
損

失
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
に
負
担
増
を
押
し
付
け
、
自

分
た
ち
は
“
責
任
放
棄
”

補
助
金
の
削
減
、
福
祉
の
削
減
、

保
育
料
・
水
道
料
金
の
値
上
げ
、

保
育
園
の
廃
止
、
施
設
の
民
営
化

な
ど
、
負
担
を
市
民
に
押
し
付
け

な
が
ら
、
自
ら
は
高
リ
ス
ク
投
資

で
損
失
を
出
し
、
責
任
も
取
ら
な

い
構
図
が
明
ら
か
で
す
。

令
和
６
年
度

１
３
２
０
万
円
の
損
失
が
確
定

河
合
議
員
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「
令
和
６
年
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国
債
な
ど
の
債
権
の
売
却
は
し
た

の
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

会
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管
理
者
課
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補
佐
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「
令

和
６
年
度
に
売
却
し
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債
券
は
９

本
、
額
面
12
億
円
、
運
用
益
と
し

て
約
９
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
損

失
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

河
合
議
員
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９
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詳
細
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、
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補
佐
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令
和
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７
本
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億
円
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１
５
０
万
円
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売
却

益
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あ
っ
た
。
令
和
７
年
３
月
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１
３
２
０
万
円
の
売
却
損
が
あ
っ

た
」
と
答
弁
。

市
の
だ
れ
に
も
含
み
損
の
責

任
は
な
い

河
合
議
員
は
、
「
こ
の
基
金
の

運
用
失
敗
の
責
任
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だ
れ
に
あ
る

の
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

会
計
管
理
者
課
長
補
佐
は
、

「
現
在
市
が
保
有
す
る
債
券
は
、

満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り

元
本
が
保
証
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

特
定
の
誰
か
に
責
任
が
あ
る
と
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
検
証
結
果

（
公
金
管
理
委
員
会
の
検
証
）
で

は
流
動
性
資
金
の
割
合
が
低
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
基
金

の
管
理
運
用
は
、
「
元
本
保
証
の

安
全
性
が
高
い
国
債
」
「
債
券
保

有
割
を
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市
町
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経
営
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定
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理
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あ

る
」
「
債
券
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購
入
に
あ
た
っ
て
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副
市
長
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裁
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あ
る
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法

令
規
定
等
に
基
づ
き
適
切
に
運
用

し
て
お
り
、
法
的
な
責
任
は
生
じ

な
い
」
と
答
弁
。

町
村
合
併
以
来
２
０
年
、
報
酬
は

変
わ
ら
ず

出
動
報
酬
創
設
や
費
用
弁
償
の
引

き
上
げ
を

市
消
防
団
員
の
一
般
団
員
の
報

酬
は
年
額
４
万
５
０
０
０
円
、
合

併
以
来
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一
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も
改
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
な
ど
災
害

時
の
出
動
報
酬
は
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く
、
費
用
弁

償
１
回
３
０
０
０
円
の
み
で
す
。

令
和
３
年
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府
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消
防
庁
長

官
か
ら
、

「
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
の

策
定
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
が

出
さ
れ
、
団
員
不
足
で
地
域
の
防

災
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
待
遇

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、

・
報
酬
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、
年
額
報
酬
（
標
準
３

万
６
５
０
０
円
）
と
出
動
報
酬

（
標
準
８
０
０
０
円
）
２
種
類

・
費
用
弁
償
は
実
費
、
必
要
額
を

措
置
す
る
。

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
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議
員
は
、
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達
に
そ
っ
て
、

出
動
報
酬
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創
設
、
費
用
弁
償
の

見
直
し
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求
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ま
し
た
。

消
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。
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。
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検
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。
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検
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